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1 　実施事業  

（円）

実  施  事  業  の  概　要 3年度予算 2年度予算 増減

1 組織運営 （1）理事会の開催及び監査の実施 190,000 198,000 △ 8,000

　理事会及び定期監査、中間監査を実施する。

（2）評議員会の開催 143,000 149,000 △ 6,000

　評議員会を開催する。

（3）評議員選任・解任委員会の開催 18,000 20,000 △ 2,000

　評議員選任・解任委員会を開催する。

（4）苦情解決第三者委員 26,000 27,000 △ 1,000

2 （1）文京区地域福祉活動計画推進委員会の開催 141,000 227,000 △ 86,000

（2）調査研究･研修 2,432,000 2,485,000 △ 53,000

　文社協の活動に関する調査研究や研修等を実施する。

（3）情報交換、連絡調整

3 広報活動 （1）文社協だより 9,883,000 10,085,000 △ 202,000

（2）機関誌文社協 478,000 395,000 83,000

（3）ホームページ・フェイスブックによる情報発信 1,000,000 957,000 43,000

（4）地域啓発活動 463,000 225,000 238,000

　文社協の活動や事業への理解を深めるためＰＲに努め
る。

（5）文京区観光写真コンクール事業への助成（協賛）

　観光協会が主催する観光写真コンクールを協賛する。

  地域福祉推進拠点区分

（1） 法人運営事業サービス区分

事業区分

　事業報告、会員名簿等を掲載した機関誌を年１回発行
し、会員への配布を行い社協事業等に対する理解促進に
努める。

　文社協の事業や地域福祉に関する情報を区民に広く周
知するため、情報発信を行う。

　文社協が実施する事業に対する利用者からの苦情につ
いて第三者委員により対応する。

調査研
究・連絡
調整 　地域福祉活動計画の進捗状況の確認及び評価を行うた

め、文京区地域福祉活動計画推進委員会を開催する。

　城北ブロック社協との情報交換、区内社会福祉関係団体
等の総会、連絡会等への参加、都内各社会福祉協議会と
の調整に努める。役員会、事務局長会等を通じての情報交
換･連絡を行う。

　文社協の事業等を広く区民に周知し理解を得るため、隔
月発行し、町会による全戸配布を行う。(新型コロナの感染
状況により新聞折り込みの可能性あり）
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実  施  事  業  の  概　要 3年度予算 2年度予算 増減

4 （1）地域公益活動ネットワーク会議 328,000 377,000 △ 49,000

5 財源確保 （1）募金箱 3,000 36,000 △ 33,000

（2）会員の加入促進 58,000 97,000 △ 39,000

15,163,000 15,278,000 △ 115,000

270,572,000 261,256,000 9,316,000

285,735,000 276,534,000 9,201,000

実  施  事  業  の  概　要 3年度予算 2年度予算 増減

1 （1）屋外生活者緊急援護 248,000 260,000 △ 12,000

（２）みまもり訪問事業 609,000 743,000 △ 134,000

（３）通所施設合同運動会への支援（協賛） 176,000 176,000 0

（４）通所施設合同ボウリングの集いの開催（協賛） 66,000 66,000 0

（5）緊急時支援事業 50,000 0 50,000

事業区分

地域公益
活動

　区内の各社会福祉法人が地域における公益的な取り組
みを進めていくため、ネットワーク会議を開催する。また、事
務局として公益活動「夢の本箱」プロジェクトの運営を担い、
ホームページ等で情報発信を行う。

事業区分

地域福祉
事業

　屋外生活者へ入院時の日用品、緊急時の交通費を支給
する。支給は、文京区福祉部生活福祉課を通じて行う。

　高齢者の孤立防止及び心身、生活状況等に異変が生じ
た際に必要な支援につなげるために、社協に登録している
みまもりサポーターが自宅を月2回程度訪問し安否確認を
行う。

　心身障害者（児）通所施設の合同レクリエーション（運動
会）について、参加者に楽しんでもらうとともに、近隣地域や
ボランティアが障害者に対する理解を深めるきっかけとする
ことを目的に協賛を行う。

　心身障害者（児）施設が施設利用者の社会参加の一助と
して、株式会社東京ドームの協力を得て開催するボウリング
大会に協賛する。

　文京区商店街連合会等の協力を得て、室内用募金箱の
設置を行い、自主財源の確保に努める。

　民生委員・児童委員の協力を得て、会員の加入促進に努
める。

法人運営事業サービス区分　事業費等合計

法人運営事業サービス区分　人件費・建物維持管理費・事務費等合計

合　　　計

（2） 地域福祉事業サービス区分

　緊急時支援事業基金に基づく事業として、新型コロナウィ
ルス感染拡大が原因の生活困窮者支援のための事業を行
う。



3

実  施  事  業  の  概　要 3年度予算 2年度予算 増減

2 （1）子育てサポーター認定制度 1,337,000 1,532,000 △ 195,000

　①ベーシックサポーター認定研修

　② スタンダードサポーター認定研修

　③居場所サポーター認定研修

（2）地域の子育てサポート連絡会 135,000 216,000 △ 81,000

　① 分科会

　② 分科会主催交流会

　③ 子育てフェスティバル出展

3 （1）小地域福祉活動の推進 1,998,000 1,302,000 696,000

・地域福祉コーディネーターによる住民と多様な専門の

関係者によるネットワーク形成

・行政や地域の資源と連携して行う地域組織への支援

・多種多様な担い手による居場所づくり

・高齢者見守り事業
【文京区からの受託事業】区設置の見守り相談窓口と連携
した支援

4 （1）文京ユアストーリー 2,831,000 3,502,000 △ 671,000

（2）地域力強化推進事業 16,346,000 18,626,000 △ 2,280,000

（3）多機関の協働による包括的支援体制構築事業 1,565,000 2,037,000 △ 472,000

25,361,000 28,460,000 △ 3,099,000

小地域福
祉活動

　全地区に配置した地域福祉コーディネーターが、地域で
の支えあい力を高めるため、町会・自治会等を単位とする
小地域で、地域で起きている問題を地域の人々と一緒に考
え、解決に向けた取り組みを進める。

地域連携
プロジェク
ト事業 　身近に頼れる人のいない高齢者等が、人生の最期まで安

心して住み慣れた地域で自分らしく暮らすため、社会参加
支援・定期連絡・訪問を行うとともに、判断能力等の衰えが
見られる場合には後見制度や介護サービスの案内、葬儀や
家財処分の準備等を、本人の意向に沿って支援する。

　地域の自主的な助け合い、支え合い活動の中心となり、
多世代の人々が自由に交流できる「多機能な居場所（つど
い～の）」の構築に対して、その開設・運営費等を補助す
る。

事業区分

子ども・子
育て安心
サポート事
業

　子育て支援の担い手を育成するため、区や専門機関と連
携して、子育て支援の研修を行い子育てサポーターとして
認定する。

　子育て中の親や区内で活動するボランティア団体等をメン
バーにして、子育て支援の担い手の充実とネットワークづく
りを図る。

　 「多機能な居場所」における住民による相談の支援と、広
域の相談体制のコーディネートを行う相談支援包括化推進
員を配置し、複合的な課題や制度等の狭間にある課題へ
の対応を図るとともに、関係機関をつなぐクラウド情報共有
システムを導入して、包括的な相談支援体制を構築する。

地域福祉事業サービス区分　事業費等合計
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（3）助成事業サービス区分

実  施  事  業  の  概　要 3年度予算 2年度予算 増減

1 （1）民生委員・児童委員協議会への助成 1,073,000 1,058,000 15,000

（2）話し合い員連絡協議会への助成 200,000 200,000 0

（3）更生保護女性会の研修会への助成 100,000 100,000 0

（4）社会を明るくする運動への助成 220,000 220,000 0

　① 街頭での啓発活動

　② 文京区社会を明るくする大会

2 （1）青少年健全育成会への助成 882,000 882,000 0

3 （1）高齢者クラブ友愛訪問活動事業への助成 681,000 681,000 0

（2）高齢者クラブ緑に親しむ集い事業への助成 1,125,000 1,125,000 0

（3）高齢者クラブ地区芸能大会への助成 320,000 320,000 0

（4）高齢者クラブ寿作品展示会への助成 28,000 28,000 0

（5）高齢者クラブ連合会への助成 130,000 130,000 0

事業区分

地域福祉
活動への
支援 　地域福祉活動推進のため、民生委員・児童委員協議会に

対して、活動経費の一部を助成する。

　高齢者及び障害者福祉の向上のため、要支援高齢者や
障害者宅を訪問し話し相手になる話し合い員連絡協議会
に対して、研修会経費の一部を助成する。

　 更生保護女性会に対して、研修会経費の一部を助成す
る。

　 高齢者クラブに対して、高齢者の日常生活を豊かで生き
がいのあるものにすることを目的とした緑に親しむ集い事業
経費の一部を助成する。

　高齢者クラブに対して、高齢者の日常生活を、豊かで生き
がいのあるものにすることを目的とした芸能大会経費の一部
を助成する。

　高齢者クラブに対して、自主的に地域で開催する寿作品
展示会経費の一部を助成する。

　文京区保護司会に対して、社会を明るくする運動事業の
一部を助成する。

児童福祉
活動への
支援 　青少年健全育成会9地区に対して、青少年健全育成事業

経費の一部を助成する。

高齢者福
祉活動へ
の支援

　高齢者クラブに対して、友愛訪問活動事業（ひとり暮らし
などで孤独になりがちの高齢者を訪問）経費の一部を助成
する。

　高齢者クラブ連合会に対して、広報紙発行や研修等経費
の一部を助成する。
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実  施  事  業  の  概　要 3年度予算 2年度予算 増減

4 （1）文肢協音楽の集いへの助成 50,000 50,000 0

（2）心身障害者施設行事への助成 75,000 75,000 0

　心身障害者施設主催の行事経費の一部を助成する。

（3）通所施設指導員研修への助成 74,000 74,000 0

（4）障害者相談員への助成 0 32,000 △ 32,000

　障害者相談員の自主的な活動を助成する。

（5）文京区精神障害者地域家族会への支援 70,000 70,000 0

（6）文京区心のふれあいをすすめる会への支援 1,545,000 1,545,000 0

（7）宿泊訓練事業への支援 250,000 250,000 0

（8）オープン夕食会への支援 60,000 60,000 0

5 （1）地域の支え合い体制づくり事業 9,704,000 11,520,000 △ 1,816,000

6 （１）子ども食堂等支援事業 2,907,000 2,957,000 △ 50,000

19,494,000 21,377,000 △ 1,883,000

7,000 7,000 0

19,501,000 21,384,000 △ 1,883,000

　心身障害者（児）通所施設指導員が行う自主的な研修会
経費の一部を助成する。

　文京区精神障害者地域家族会に対して、精神障害者の
福祉向上を目的とした活動経費の一部を助成する。

事業区分

障害者福
祉活動へ
の支援 　文京区肢体障害者福祉協会に対して、障害者の社会参

加を促進することを目的とした事業経費の一部を助成する。

　③「住民主体の通いの場」事業立上経費の一部を助成す
る。

子ども食
堂への支
援    家庭の事情による孤食などの状況にある子どもたちに対

する、食事提供の支援を含めた居場所づくりとしての「子ど
も食堂」等の地域活動経費の一部を助成する。

助成事業サービス区分　助成金額合計

　文京区心のふれあいをすすめる会に対して、事業経費の
一部を助成する。

　精神障害者の社会参加を推進する一助として、宿泊訓練
経費の一部を助成する。

　地域活動支援センターエナジーハウスに対して、精神障
害者への理解を深めることを目的としたオープン夕食会経
費の一部を助成する。

地域の居
場所づく
り・支え合
い事業へ
の助成

　①高齢者や障害者、子育て中の親子等の閉じこもりを防
ぎ、地域の中で安心して住み続けられるよう、地域の方々に
よる「楽しく、気軽に、無理なく」行う、仲間づくり、生きがい
づくりの場としてのサロン活動の運営経費の一部を助成す
る。

　②地域の課題を解決を推進する「サロンぷらす」を運営す
る活動の運営経費の一部を助成する。

助成事業サービス区分　事業費等合計

合　　　計
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実  施  事  業  の  内  容 3年度予算 2年度予算 増減

1 （1）福祉車両の貸出し 737,000 756,000 △ 19,000

　① つつじ号：車いすリフト式普通車

　② さつき号：車いすスロープ式普通車

（2）車いすの貸出し 128,000 113,000 15,000

2 （1）いきいきサービス事業 8,685,000 9,024,000 △ 339,000

　① ホームヘルプサービス事業

　家事援助・介護援助等の事業を実施する。

　② 事業説明会

　協力会員の登録を検討している人に事業説明を行う。

　③ 在宅福祉活動研修

　④ 協力会員交流会

9,550,000 9,893,000 △ 343,000

　歩行困難者や学校等での福祉学習時に車いすの貸出し
を行う。

在宅福祉
の普及・啓
発活動

　協力会員を対象として、活動に必要な知識と技術を習得
するための研修を実施する。

　協力会員の情報交換と相互交流を図ることを目的として
交流会を開催する。

在宅福祉事業サービス区分　事業費等合計

（4） 在宅福祉事業サービス区分

事業区分

在宅福祉
の支援

　高齢者や障害者の社会参加促進のため、福祉車両2台の
貸出しを行う。
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実  施  事  業  の  概　要 3年度予算 2年度予算 増減

1 （1）ボランティア活動基盤づくり 801,000 809,000 △ 8,000

（2）文京ボランティア支援センター運営

　センターの円滑な運営を行う。

（3）ボランティア・市民活動の把握

（4）活動団体のＰＲ支援

（5）啓発活動

（6）ボランティア活動に関する相談と紹介

（7）ボランティア・ＮＰＯ研修費の助成 804,000 483,000 321,000

（8）ボランティア養成講座 6,862,000 6,593,000 269,000

　① 朗読・音訳講習会　　

　② 点訳・触図講習会

　③ 手話講習会

（9）傾聴ボランティア講習会 202,000 192,000 10,000

（10）夏のボランティア体験教室 123,000 131,000 △ 8,000

（11）情報紙 「ぼらんてぃあニュース」の発行 1,030,000 1,134,000 △ 104,000

　ボランティア団体、ＮＰＯ、市民活動団体の活動内容につ
いて、社協ホームページ等に掲載して団体のＰＲ活動を支
援する。

（5） ボランティア活動推進事業サービス区分

　ボランティア活動の意義や活動の現状、動向等につい
て、活動に携ったことのない人や企業人への啓発に努め
る。また、ボランティア、ＮＰＯ、市民活動団体の活動内容に
ついて、ホームページ等により区民へ周知する。

　ボランティア活動希望者やボランティア紹介希望者（ニー
ド）からの相談への対応、紹介を行う。

　ボランティア団体のスキルアップやオンライン化等を支援
するため、研修費の助成を行う。

　視覚・聴覚障害に対するボランティア活動を推進するた
め、下記の講習会を開催する。

　高齢者等の様々な話を聴き、孤立防止等を図るための傾
聴ボランティア講習会を開催する。

　青少年等がボランティア活動を体験し、知識や関心を深
めることを目的として、夏季期間中の区内福祉施設やＮＰＯ
等の協力を得て、ボランティア活動希望者を受け入れ、実
践的な活動・学習の“場”を提供する。

事業区分

ボランティ
ア活動の
推進

　ボランティア活動が円滑に行えるよう、ボランティア保険に
関する案内や資機材の整備を行う。（図書、備品･修繕、活
動機材等）

　活動希望者のニーズを把握するために、ボランティア、Ｎ
ＰＯ、市民活動団体を対象に活動調査を随時実施する。

　ボランティア、ＮＰＯ、市民活動に関する情報紙を季刊発
行し、ボランティア活動の活性化を図る。
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実  施  事  業  の  概　要 3年度予算 2年度予算 増減

1 （12）文京つながるメッセ 909,000 1,117,000 △ 208,000

（13）災害ボランティア体制の整備 1,013,000 2,325,000 △ 1,312,000

（14）福祉学習の推進 520,000 380,000 140,000

（15）学生ソーシャルアクション連絡会 45,000 92,000 △ 47,000

（16）城北ブロックボランティアセンター共催事業等 80,000 20,000 60,000

（17）文京ささえ隊ボランティア養成講座 358,000 721,000 △ 363,000

2 （1）ＮＰＯ事務費 791,000 1,026,000 △ 235,000

　ＮＰＯ法人等幅広い団体活動を支援するための事務経費

（2）ＮＰＯ活動基盤整備 4,789,000 4,556,000 233,000

（3）ＮＰＯ専門・定期相談 7,020,000 7,020,000 0

　学校や地域、関係機関等と連携し、ボランティアの体験学
習や地域・当事者団体との交流等を通じて、福祉学習を推
進する。（文京ささえ隊ボランティア養成講座と事業調整）

　区内で活動する学生ボランティア団体等と情報交換や交
流を図り、学生ボランティア団体等各団体の組織力強化、
ネットワーク化を図るため、学生ソーシャルアクション連絡会
を行う。

　城北ブロック（文京、台東、北、荒川区）で共催し、ボラン
ティア受入れ講座や協定に基づく災害講座を実施する。

　高齢者や障害者をサポートできる人材の育成を目的に、
文京ささえ隊ボランティア養成講座を実施する。また、区内
での継続的なボランティア活動ができるよう、ボランティア団
体のグループ化、自主的な運営ができる団体づくりを目指
す。なお、受講生は、サービス介助士の資格取得をする。
（福祉学習の推進と事業調整）

地域連携
推進

事業区分

ボランティ
ア活動の
推進 　地域活動の活性化を目指し、ボランティア・NPO団体等が

発表等を行うイベントを開催する。

　大規模災害に備え、災害用備蓄品を整備するとともに、災
害ボランティア受入体制整備のため、「災害ボランティアセ
ンター」の設置・運営訓練を行う。

　ＮＰＯ法人等幅広い団体活動を支援するため、A1ポス
タープリンターや高速インクジェットプリンター等の貸出を行
う。

　コミュニティマイスターによるNPO等団体運営に関わる
様々な課題に対する相談支援を行う。
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実  施  事  業  の  概　要 3年度予算 2年度予算 増減

2 （4）新たな担い手発掘・育成 758,000 749,000 9,000

　① フミコムcafe

　② 活動入門講座

　③ フミコム朝活

（5）団体運営支援 668,000 674,000 △ 6,000

　① 企画運営講座

　対象と目的を明らかにすることで企画に沿ったチラシ等を
つくる広報講座と専門相談を行う。

　② ファンドレイジング講座

　持続可能な活動とするために様々な活動財源で安定した
運営基盤をつくるための講座と専門相談を行う。

（6）地域連携支援 76,000 85,000 △ 9,000

（7）提案公募型協働事業 4,000,000 4,000,000 0

（8）情報発信 991,000 1,091,000 △ 100,000

　① 文京区地域活動情報サイト 「どっとフミコム」

　団体の活動のＰＲを促進するとともに、サイトの運用管理を
行う。

　② リーフレットや活動報告書の作成

　メルマガの発行をとおしてフミコムの活動や活動団体の周
知を行う。

31,840,000 33,198,000 △ 1,358,000

地域連携
推進

　地域活性化や地域課題解決に取り組むゲストの話を聞き
ながら、今までつながっていなかった人同士がつながるキッ
カケづくりの場を毎月提供する。

事業区分

　仕事とは別の軸で活動するためのはじめの一歩をを踏み
出すための自己理解・活動理解の講座を行う。

　グラフィックレコーディングやファシリテーションなどスキル
を身につけ地域で活躍するための準備を応援する講座を
行う。

　区内企業や教育機関の学生支援担当者等の地域連携や
社会貢献活動推進を図るためのネットワーク会議等を実施
する。

　地域活性化、地域課題解決のための協働事業を公募し、
助成を行う。

ボランティア活動推進事業サービス区分　事業費等合計
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実  施  事  業  の  内  容 3年度予算 2年度予算 増減

1 （1）地域福祉権利擁護事業 3,812,000 2,213,000 1,599,000

（2）財産保全管理サービス 316,000 600,000 △ 284,000

4,128,000 2,813,000 1,315,000

21,699,000 19,248,000 2,451,000

25,827,000 22,061,000 3,766,000

（7）福祉サービス総合支援事業サービス区分

実  施  事  業  の  概　要 3年度予算 2年度予算 増減

1 （1）法律相談の実施 240,000 240,000 0

（2）福祉サービスに対する苦情申し立てへの支援 84,000 85,000 △ 1,000

（3）苦情解決委員会

324,000 325,000 △ 1,000

（6） 福祉サービス利用支援事業サービス区分

事業区分

　判断能力が不十分な認知症高齢者、知的障害者、精神
障害者等が地域で安心して生活を続けることができるよう、
福祉サービス利用援助や日常的金銭管理、重要書類預か
りサービスの事業を実施する。

　在宅で生活をしている概ね60歳以上の高齢者及び身体
障害者等で財産の保全管理が困難でかつ判断能力を有す
る方を対象に、財産保全管理サービスを実施する。

福祉サービス利用支援事業サービス区分　事業費等合計

権利擁護
センター
事業

　公正かつ中立的な立場で、福祉サービスに関する苦情等
を迅速に解決するため、法曹、医療関係者、学識経験者、
民生委員・児童委員、消費生活相談員で構成する苦情解
決委員会を設置、運営する。

福祉サービス総合支援事業サービス区分　事業費等合計

福祉サービス利用支援事業サービス区分　人件費等合計

合　　　計

事業区分

福祉サー
ビス総合
支援事業 　福祉サービスに関するトラブルや高齢者、障害者の日常

生活上の法律に関する事項に対して、弁護士による専門相
談を毎月実施する。

　福祉サービス利用者から事業者に対する苦情等を受付
け、サービス提供事業者等とともに、その解決を図ることに
より、より良い福祉サービスが受けられるよう支援する。
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（8）成年後見事業サービス区分

実  施  事  業  の  概　要 3年度予算 2年度予算 増減

1 （1）成年後見制度の利用支援 4,020,000 544,000 3,476,000

　① 成年後見人サポート事業

　② 成年後見人講座

　主に親族後見人向けに、講座を行うことで支援する。

　③ 成年後見学習会

（2）成年後見制度関係機関連絡会 0 30,000 △ 30,000

（3）成年後見制度推進機関運営委員会 0 83,000 △ 83,000

（4）成年後見制度相談会の実施 240,000 240,000 0

（5）成年後見制度費用助成事業 184,000 184,000 0

2 （1）法人後見業務の実施 2,110,000 1,690,000 420,000

　成年後見制度や財産管理に関する事項に対して、弁護
士や司法書士による専門相談を毎月2回実施する。

事業区分

成年後見
制度利用
支援事業 　成年後見制度や任意後見制度の利用相談に対応すると

ともに、社会貢献型成年後見人の活動を支援するための体
制を整備する。また、地域包括支援センターや行政機関等
で抱えている成年後見制度や権利擁護に関する困難ケー
スを解決するため、専門家を含めたケース会議を実施す
る。

　既に後見人になっている方、あるいはこれからなる方に対
し、制度利用の相談問い合わせに対応する外、情報交換
や司法書士などの専門家から助言を受けるため、成年後見
人講座等を開催する。

　成年後見制度の利用に要する費用を負担することが困難
な方に審判申立費用の助成を行う。

法人後見
事業

　後見人等の候補者がいない方を対象に、文社協が成年
後見人等となり、法人後見業務を行う。また、市民後見人に
対しての後見監督人等となり、法人監督人等を行う。

　成年後見制度、権利擁護に対する知識、関心を深めるこ
とを目的に広く区民を対象とした学習会を開催する。

　社協、地域包括支援センター、行政職員、専門職からなる
会議を開催し、成年後見制度についての意見交換や権利
擁護、成年後見制度の利用に関する困難ケースの検討を
行う。
※権利擁護支援連携協議会及び実務者会議へ機能を移
行。

　地域関係団体や弁護士・司法書士などの専門職からなる
成年後見制度推進機関運営委員会が、第三者的立場から
助言をすることにより、成年後見制度推進機関（権利擁護セ
ンター）の適切な運営を図る。
※権利擁護支援連携協議会及び実務者会議へ機能を移
行。
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実  施  事  業  の  概　要 3年度予算 2年度予算 増減

3 （1）緊急事務管理 2,068,000 1,392,000 676,000

（2）文京区障害者自立支援協議会 権利擁護専門部会事務局 188,000 188,000 0

（3）中核機関 3,246,000 0 3,246,000

12,056,000 4,351,000 7,705,000

実  施  事  業  の  概　要 3年度予算 2年度予算 増減

1 （1）生活福祉資金貸付事業 2,268,000 2,268,000 0

2 （2）生活福祉資金貸付事業(特例貸付) 980,000 ― －

3,248,000 2,268,000 980,000

5,596,000 ― ―

8,844,000 2,268,000 6,576,000

事業区分

受託事業

【文京区からの受託事業】
　判断能力が不十分で金銭管理等が困難となり、かつ、親
族等による支援が見込めない高齢者等について、区が必
要と認めた場合の保管等の事務管理を行う。

事業区分

生活福祉
資金貸付
事業 【東京都社会福祉協議会からの受託事業】

　区内の低所得世帯や障害者、介護を要する高齢者のいる
世帯（所得制限有）の経済的自立と、生活の安定を図ること
を目的として、相談・資金貸付を実施する。（緊急小口資
金、総合支援資金、臨時特例つなぎ資金、不動産担保型
生活資金、要保護世帯向け不動産担保型生活資金、生活
復興支援資金を含む）

【文京区からの受託事業】
　障害者の権利を守る仕組みについて検討する、文京区障
害者地域自立支援協議会専門部会の権利擁護専門部会
の事務局を担う。

【文京区からの受託事業】
　権利擁護支援が必要な人を地域において発見し、必要な
支援へ結びつける地域連携ネットワークの機能を強化させ
るとともに、成年被後見人等の尊厳が重んぜられ、意思決
定支援が適切に行われ、財産管理、身上保護が適切に行
われることを目的とする中核機関を設置し、その事務局を担
う。

成年後見事業サービス区分　事業費等合計

（9） 生活福祉資金貸付事業サービス区分

生活福祉
資金貸付
事業
(特例貸
付)

※令和２年3月25日開始事業
【東京都社会福祉協議会からの受託事業】
新型コロナウイルス感染症の影響を踏まえ、貸付の対象世
帯を低所得世帯以外に拡大し、休業や失業等により生活資
金でお悩みの方々に向けた、緊急小口資金および総合支
援資金の特例貸付を実施する。

生活福祉資金貸付事業サービス区分　事業費等合計

生活福祉資金貸付事業サービス区分　人件費等合計

合　　　計
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事 業 区 分 実  施  事  業  の  概　要 3年度予算 2年度予算 増減

1 （1）ひとり親貸付事業 10,000 10,000 0

10,000 10,000 0

事 業 区 分 実  施  事  業  の  概　要 3年度予算 2年度予算 増減

1 （1）受験生チャレンジ支援貸付事業 111,000 111,000 0

111,000 111,000 0

4,278,000 4,633,000 △ 355,000

4,389,000 4,744,000 △ 355,000

実  施  事  業  の  概　要 3年度予算 2年度予算 増減

1 （1）ファミリー・サポート・センター事業 4,310,000 4,564,000 △ 254,000

　① ステップアップ研修

　② 講演会

　③ 交流会（提供会員の交流及び情報交換）

4,310,000 4,564,000 △ 254,000

20,030,000 19,706,000 324,000

24,340,000 24,270,000 70,000

ひとり親貸
付事業

【東京都社会福祉協議会からの受託事業】
　区内在住の母子家庭及び父子家庭高等職業訓練促進給
付金を活用して養成機関に在学し、就職に有利な資格取
得を目指すひとり親家庭の親に対して、修学を容易にする
ことにより、資格取得を促進し、自立の促進を図ることを目
的として、相談・資金貸付を実施する。

ひとり親貸付事業サービス区分　事業費等合計

（11） 受験生チャレンジ支援貸付事務受託事業サービス区分

受験生
チャレンジ
支援貸付
事務受託
事業

【文京区からの受託事業】
　学習塾の費用や、高校や大学等の受験料の貸付を行うこ
とにより、一定所得以下の世帯の子どもたち（高校３年生・
中学３年生）を支援する。

（10）ひとり親貸付事業サービス区分

ファミリーサポートセンター事業受託事業サービス区分　事業費等合計

ファミリーサポートセンター事業受託事業サービス区分　人件費等合計

合　　　計

受験生チャレンジ支援貸付事務受託事業サービス区分　事業費等合計

受験生チャレンジ支援貸付事務受託事業サービス区分　人件費等合計

合　　　計

（12）ファミリーサポートセンター事業受託事業サービス区分

事業区分

ファミリー
サポートセ
ンター事
業受託事
業

【文京区からの受託事業】
　子育ての援助を受けたい方（依頼会員）と、子育ての援助
を行いたい方（提供会員）の登録を受け付け、地域における
子育ての相互援助活動として支援する。
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実  施  事  業  の  概　要 3年度予算 2年度予算 増減

1 （1）介護予防日常生活支援総合事業費 11,476,000 12,448,000 △ 972,000

　 　　事業内容

　① 生活支援コーディネーター会議への参加

　② 通いの場運営費補助事業「かよい～の」

　③　「かよい～の」助成団体効果測定アンケート

　④ 地域資源マップ利活用

　⑤ LINEプラットフォーム構築

介護予防日常生活支援総合事業サービス区分　事業費等合計 11,476,000 12,448,000 △ 972,000

介護予防日常生活支援総合事業サービス区分　人件費等合計 23,023,000 22,575,000 448,000

34,499,000 35,023,000 △ 524,000

（13）介護予防日常生活支援総合事業サービス区分

事業区分

介護予防
日常生活
支援総合
事業

【文京区からの受託事業】
　高齢者が、要介護状態等となることを予防するとともに、要
介護状態等となった場合においても、可能な限り、地域に
おいて繋がりや生きがい、さらには役割を持って自立した日
常生活を営むことを支援するため、生活支援コーディネー
ターを配置し、地域の多様な主体による多様な生活支援等
サービスの体制整備を推進する。今年度、住民主体の通い
の場「かよい～の」や「ふれあいいきいきサロン」等を掲載す
るサイト「地域資源マップ」の利用拡大を検討する。

　「かよい～の」募集・広報の検討や地域全体への支援方
向性の確認、活動状況の共有、資源マップの利用拡大の
検討等を進める。

　参加者同士の助け合い・支え合い活動の一環として、体
操等の介護予防の取り組みを週1回以上行っている団体を
対象にその運営費を補助する。

　参加者の傾向や、活動への期待、参加した成果などを分
析し、事業運営に活用する。新型コロナ感染拡大防止のた
め、アンケートは郵送にて行う。

　地域資源の情報を効率的に記録・蓄積し、多機関と効率
的に情報共有することを目的に、地域資源情報の一元化を
目的としたサイトを運営する。

　新型コロナウィルス感染症の拡大を受け、対面での活動
に参加ができないもしくは活動が減少している高齢者を対
象に、介護予防関連の情報を定期的に届けるオンラインの
仕組みの構築を行う。

合　　　計



15

（14） 応急小口資金貸付事業サービス区分

実  施  事  業  の  概　要 3年度予算 2年度予算 増減

1 （1）応急小口資金 73,000 74,000 △ 1,000

応急小口資金貸付事業サービス区分　事業費等合計 73,000 74,000 △ 1,000

（15） 歳末たすけあい運動事業サービス区分

実  施  事  業  の  概　要 3年度予算 2年度予算 増減

1 （1）歳末・地域福祉たすけあい運動 1,202,000 1,234,000 △ 32,000

歳末たすけあい事業サービス区分　事業費等合計 1,202,000 1,234,000 △ 32,000

事業区分

応急小口
資金貸付
事業 　応急的な小口資金の貸付は、東京都社会福祉協議会の

制度の緊急小口資金貸付金に移行したため、現在は、旧
制度による貸付の償還に伴う事務を実施する。

事業区分

歳末・地
域福祉た
すけあい
運動

　町会・自治会、民生委員・児童委員協議会、文京区等の
協力を得て募金活動を行う。この募金を原資として翌年度
の地域福祉推進のために活用する。
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